
－ 1 －

SIG設立と「アクティブ・ラーニング」に関する創造性教育 
研究の最新動向

Establishment of SIG and the latest trend to creative education of “AL: Active Learning”

西浦和樹 1・國藤　進 2
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このたび、学会誌 20号の刊行に合わせて、「アクティブ・ラーニング」の特集記事を募集し、9件
の論文を採録しました。ご協力いただきました会員の先生方には、深く感謝申し上げます。
日本創造学会には、教育関係者が多数在籍しており、その活動領域は幼児教育から大学教育、社会
人教育の領域にかけて幅広いものとなっています。今日、教育環境が大幅に変化する状況を鑑みる 

と、学会としてできることは、①重点的な目標を設定し、②課題解決に向けた取り組みを行い、③学
術的な視点からの情報を発信し続ける、ことではないでしょうか。そこで、学会として情報発信の仕
組みを整える必要性を感じ、創造性の重要研究として学会員の研究活動をサポートすることになりま
した。
このような社会情勢の変化と学会員の要望や期待に沿うべく、2016年から創造性教育の今日的課
題を扱う SIG（Special Interest Group）を立ち上げました。SIG活動は、本学会が重要研究と位置づけ
る課題を解決することを主要な目的としています。具体的には、創造的な教育方法の領域で、教育改
革の柱である「アクティブ・ラーニング」についての年間を通して活動した成果を論文として積み上
げていくこととしました。
ところで、アクティブ・ラーニングとは、どのような教育なのでしょうか。文科省の定義によると、
学修者が能動的に学習に取り組む学習法の総称と定義されていますが、課題の発見・解決に向けた主
体的・協働的な学びであって、2020年の学習指導要領から実施が検討されている教育方法です。
論文の募集を行うにあたって、アクティブ・ラーニングの一般的な特徴が記述されている研究論文
を求めることとしました。その特徴は、次の通りです。

(a)学生は、授業を聴く以上の関わりをしていること
(b)情報の伝達より学生のスキルの育成に重きが置かれていること
(c)学生は高次の思考（分析、総合、評価）に関わっていること
(d)学生が自分自身の態度や価値観を探求することに重きが置かれていること
(e)認知プロセスの外化（問題解決のために知識を使ったり、人に話したり書いたり発表したりす
ること）を伴うこと

 ※文科省教育課程部会（第 95回）配布資料を参照
今年度、SIG論文として採録された 9件は創造性教育に関するもので、教育理念が明らかで、創造
的問題解決（創造性技法や教授法と実践）や創造的思考（創造性の開発、課題の発見）といったアク
ティブ・ラーニングの一般的特徴やエビデンスを含む教育実践です。これらの先行事例は、アクティ
ブ・ラーニング元年にふさわしく、アクティブ・ラーニング研究への提言を含みます。今後、この領
域の研究者のヒントになることを期待しています。
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最後に、SIG論文として採録された論文の概要を記します。

１．教育改革の動向－アクティブ・ラーニングとカリキュラム・マネージメント“主体的・対話的で
深い学び”実現への道？－（小粥幹夫）
小粥氏は、「ゆとり」や「詰め込み」といった過去の中央教育審議会の議論を踏まえ、教育改
革のキーワード「アクティブ・ラーニング」が目指す対話や体験を通して豊かな心を育むため
の授業方法の質的転換、さらに社会実装の可能性について論じた。

２．アクティブ・ラーニングに「創造技法」をどう活用すべきか（高橋誠）
高橋氏は、企業教育における豊富な創造性教育実践の経験から、学校教育場面におけるブレ
インライティング（BW）などの創造性技法の活用例を示した。教科教育に限らず、特別活動や
総合的な学習の時間にも創造性技法が有効であることを示した。

３．“当事者意識を持った自立した学習者”の育成を主眼とした「授業／教師」のあり方（being）と
やり方（doing）－中・高・大の接続性を軸とした歴史教育の実践を通じて－（杉山比呂之）
杉山氏は、歴史教育の実践経験を活かして、「当事者意識を持った自立した学習者」の育成が
重要であると説く。教育実践例として、教育目標が設定され、発表・共有・講義・協働・対話・
内省といった活動を含む授業デザインの事例を紹介した。

４．究極のアクティブ・ラーニング教育としての「ミニ移動大学」教育（國藤進）
國藤氏は、大学院教育の実践で取り入れている「ミニ移動大学」教育を自ら企画・開催し、学
生と地域住民の地域連携・組織活性化の方法を提案した。実社会のフィールドの中で、深く豊
かな活動体験が知識とスキル獲得に有効であることを示した。

５．アウトドア教育で科学するこころを育てる－創造的問題解決による知識の活用を促す教授法とそ
の実践－（西浦和樹）
本研究は、2020年に導入される次期学習指導要領を踏まえて、「新たな価値を生み出す豊かな
創造性」を育成するスウェーデンのアウトドア教育の事例として、最優秀テクノロジー教諭と
して表彰されたブレイジ氏のテクノロジー教育の実践事例を紹介した。

６．タブレット端末、TransferJetTMSDとモバイル実物投影で実現する野外アクティブ・ラーニング 

（澤井進）
澤井氏は、アクティブ・ラーニングの学習科学的な側面に着目し、野外での体験学習に活用
可能な教育機器開発の事例を紹介した。野外での実物投影には、「見せやすさ」「理解しやすさ」 
「共有しやすさ」「拡大表示性」の観点で優れているものが求められることを示した。

７．大学における二層構造アクティブ・ラーニングの実施－アイデアマラソンによる思考と即書留め
の習慣化がアクティブ・ラーニングの基礎－（樋口健夫）
樋口氏は、自ら開発したアイデアマラソンシステムのトレーニング要素がアクティブ・ラー
ニングの基礎となりうること、さらに TTCT創造性テストにより定量評価を実施した。その結 
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果、「創造性合計」「発想数」「発想の粘り」での成績向上が認められ、継続的で習慣的なトレー
ニングの有効性を示した。

８．セレンディピティの活用－偶発的事象の観察と仮説立案による課題発見－（澤泉重一）
澤泉氏は、セレンディピティという思いがけない物事を発見する才能に着目し、実際のフィー
ルドでの課題解決の際に、偶発的な事象の観察が自発的学習意欲の向上につながると説く。さ
らには、「気づき」が仮説立案のアルゴリズムの要素になるとし、アクティブ・ラーニングには、
「観察力」が重要であることを論じた。

９．押し上げ教育の研究（田村新吾）
田村氏は、従来の受動的学習の限界として自発性が育ちにくいこと、能動的学習として注目さ
れているアクティブ・ラーニングが目標達成を正解とする「引き上げ教育」だけではなく、自
発力を育む「押し上げ教育」の重要性を説く。創造経営企業のソニーの OJT事例から創造的人
間力育成の方法を論じた。

 以上


